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「
半
田
市
緑
の
基
本
計
画
」
は
、
公
園
等
の
長
期
計
画
や
緑
化
を
総
合
的
か
つ
体

系
的
に
推
進
す
る
た
め
の
計
画
で
あ
り
、
平
成
８
年
３
月
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

緑
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
や
緑
化
推
進
重
点
地
区
と
し
て
指
定
し
た
半
田
乙
川
中

部
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
の
公
園
整
備
が
完
了
す
る
な
ど
、
実
情
に
即
し
た
計

画
の
策
定
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
見
直
し
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
計
画
に
お
け
る
目
標
年
次

中
間
年
度
：
平
成
32
年
度

目
標
年
度
：
平
成
42
年
度

■
基
本
理
念

半
田
市
は
様
々
な
緑
が
市
内
全
域
に
点

在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
半
田
市
固
有

の
魅
力
（
山
車
・
蔵
・
南
吉
・
赤
レ
ン

ガ
な
ど
の
観
光
資
源
や
、
数
多
く
の
た

め
池
、
寺
社
の
樹
林
地
等
）
と
結
び
つ

け
、
「
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
整
備
す
る
と
と
も
に
次
世

代
に
継
承
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
基
本
方
針

基
本
理
念
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
下

記
の
と
お
り
、
つ
な
げ
る
・
伝
え
る
・

活
力
を
生
む
、
の
３
つ
の
柱
を
軸
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
方
針
を
設
定
し
て

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
意
見
募
集
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
）
の
結
果
は
、
は
ん
だ
市
報
12
月
１

日
号
17
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
「
半
田
市
緑
の
基
本
計
画
」
の

内
容
は
、
都
市
計
画
課
窓
口
及
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
担
当
・
問
合
わ
せ
　

　

都
市
計
画
課　


v
０
６
６
５

つ
な
が
る
緑
づ
く
り

◆
緑
の
拠
点
と
な
る
場
所
の

形
成

◆
緑
の
拠
点
同
士
を
つ
な
ぐ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

◆
緑
と
人
を
つ
な
ぐ
仕
組
み

の
形
成

活
力
を
生
む
緑
づ
く
り

◆
楽
し
さ
・
交
流
を
生
む
緑

の
形
成

◆
身
近
な
緑
が
あ
ふ
れ
る
街

並
み
の
形
成

◆
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

緑
環
境
の
形
成

伝
え
る
緑
づ
く
り

◆
ふ
る
さ
と
の
風
景
を
誇
れ

る
緑
の
形
成

◆
多
様
な
生
物
が
共
生
す
る

緑
の
形
成
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みなさんと一緒にまちの魅力発信を考える特別講演会

牧瀬 稔 氏
（一般財団法人地域開発研究所上席主任研究員）

専門は自治体政策学、地域政策、地方自治論、行政学で、市区町
村のまちづくりや政策形成に広く関わっている。法政大学や関
東学院大学で講師を務めるほか、国や地方自治体におけるアド
バイザーや各種委員を多数務めている。2013年８月には、シテ
ィプロモーション自治体等連絡協議会を立ち上げた。

■日　　時　３月２５日（土）９時３０分～１2時
■場　　所　半田赤レンガ建物　クラブハウスＤ
■対　　象　どなたでも
■内　　容　・基調講演「地域を輝かせる、シティプロモーション」
　　　　　　　（講師：牧瀬 稔 氏）
　　　　　　・「半田市シティプロモーション戦略」のお披露目
　　　　　　・シンポジウム（半田市長、牧瀬氏、応援団会議メンバーなど）
■参 加 費　無料
■申 込 み　不要
■問合わせ　企画課　８４-０６０５

市では、「住みたい」「住
み続けたい」「訪れたい」
まちを目指し、今年度、市
民や事業者、市職員で構
成される「ふるさと半田応
援団会議」を立ち上げ、戦
略的かつ効果的に情報発
信を行うための「シティプ
ロモーション戦略」の策定
を進めています。この度、
戦略のお披露目と併せて、
シティプロモーションの分
野で全国を飛び回る人気
講師を招き、特別講演会を
開催します。みなさんも半
田の魅力発信について一
緒に考えませんか?

オール半田で挑む!! シティプロモーションの未来


